
d

横
穴
式
石
室
の
成
立
と
普
及

l

横
穴
式
石
室
と
東
ア
ジ
ア

横
穴
式
石
室
は
'
墳
丘
内
部
に
大
小
の
石
材
を
利
用
し
て
つ
-
ら
れ
た
横
穴
系

の
埋
葬
施
設
の

一
種
で
'
石
室
内
部
は
遺
骸
を
収
め
る
玄
室
と
'
墳
丘
外
部
と
を

結
ぶ
羨
道
で
構
成
さ
れ
る
｡

日
本
で
は
古
墳
時
代
中
期
初
頭
の
四
世
紀
複
葉
に
出
現
し
､
後
期
の
六
世
紀
代

に
入

っ
て
普
遍
的
に
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
の
原
型
は
中
国
漠
代
に
発

達
し
た
横
穴
系
墓
室
に
求
め
ら
れ
､
朝
鮮
北
部
の
高
句
麗
で
石
室
形
式
と
し
て
定

型
化
し
た
も
の
が
､
首
済
を
経
て
伝
来
し
た
｡
墓
室
内
に
は
複
数
遺
体
の
追
葬
が

可
能
で
､
夫
婦
や
家
族
な
ど
の
近
親
者
を
埋
葬
し
'
多
数
埋
葬
例
で
は
三
〇
体
を

超
え
る
も
の
も
あ
る
｡

横
穴
式
石
室
に
先
行
す
る
古
墳
時
代
前
期
の
古
墳
は

一
体
の
遺
体
を
厳
重
に
埋

葬
す
る
密
封
原
理
の
竪
穴
系
墓
室
が

一
般
的
で
あ
る
か
ら
'
開
通
原
理
の
墓
室
の

登
場
は
墓
制
上
の
大
転
換
で
あ

っ
た
｡

日
本
の
古
墳
総
数
は
お
よ
そ

1
0
-
1五
万
㌧
そ
の
約
八
割
ほ
ど
が
六
世
紀
以

降
の
後
期
に
属
し
'
地
域
に
よ
っ
て
偏
在
性
も
あ
る
が
横
穴
式
石
室
が
そ
の
主
要

な
埋
葬
施
設
と
な

っ
て
い
る
｡
そ
の
正
確
な
数
は
分
か
ら
な
い
が
'
少
な
く
と
も

六
～
八
万
程
度
は
つ
-
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
点
で
横
穴
式
石
室
は
､
古
墳

の
な
か
で
も

っ
と
も
多
-
つ
-
ら
れ
た
埋
葬
施
設
で
あ
ろ
う
｡

ヽ

柳

沢

一

男

日
本
に
最
初
に
横
穴
系
墓
室
が
出
現
し
た
の
は
朝
鮮
半
島
に
近
接
す
る
九
州
中

北
部
地
方
で
あ
る
｡
出
現
期
の
四
世
紀
複
葉
か
ら

一
世
紀
の
あ
い
だ
は
九
州
中
北

部
と
ご
-

l
部
の
地
域
で
築
造
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
､
畿
内
地
方
で
の
横
穴
式

石
室
築
造
が
本
格
化
し
た
六
世
紀
に
日
本
各
地
に
波
及
し
､
古
墳
築
造
が
衰
退
す

る
七
世
紀
後
～
末
葉
ま
で
､
多
様
な
形
式
を
生
み
出
し
な
が
ら
継
続
し
て
築
造
さ

れ
た
｡

日
本
に
お
け
る
密
閉
原
理
の
竪
穴
系
墓
室
か
ら
横
穴
式
石
室

へ
の
墓
室
転
換
は
'

近
接
す
る
朝
鮮
諸
国
の
動
向
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
｡
い
ち
早
-
横
穴
式
石

ハン
ソ
ン

ウ
ンジ
ン

室
が
普
及
し
た
高
句
麗
を
除
-
と
'
漠
城
期
百
済
が
四
世
紀
複
葉
'
熊
津
期
百
済

マ
ハン

や
旧
馬
韓

(慕
韓
)
は
五
世
紀
後
葉
'
加
耶
が
六
世
紀
初
頭
'
新
羅
は
六
世
紀
中

葉
以
降
に
本
格
的
な
築
造
が
始
ま
る
｡
地
域
に
よ
っ
て
多
少
の
遅
速
は
あ
る
が
､

先
行
す
る
竪
穴
系
墓
室
か
ら
横
穴
系
墓
室

へ
の
転
換
は
'
中
国
王
朝
の
外
縁
地
域

で
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
た
現
象
で
あ

っ
た
｡

二

横
穴
式
石
室
の
成
立

日
本
に
最
初
に
横
穴
式
石
室
が
出
現
し
た
九
州
地
方
で
は
'
玄
界
灘
に
面
し
た

北
部
域
と
有
明
海
に
面
し
た
中
部
域
で
独
自
の
発
展
を
と
げ
た
｡
北
部
の
玄
界
灘

沿
岸
域
で
は
､
北
部
九
州
型
と
呼
ぶ
長
方
形
プ
ラ
ン
と
平
天
井
構
造
の
玄
室
を
も

つ
横
穴
式
石
室
が
発
達
し
た
｡



A 北部九州型

8 肥後型

C 畿内型

1羨道および茎道

2相石

3玄空

4屍床仕切石

5天井石

6 屍床

7木棺

8石障

9腰石

A

図1 横穴式石室の構造と名称 (初期横穴式石室)

北
部
九
州
型
石
室
の
形
成

横
穴
式
石
室
は
､
ま
ず
佐
賀
県
唐
津
平
野
や
福
岡
県
糸
島

･
福
岡
平
野
部
の
有

力
首
長
境
に
導
入
が
試
み
ら
れ
た
｡
最
古
と
推
測
さ
れ
る
横
穴
系
墓
室
は
､
四
世

紀
後
葉
の
佐
賀
県
谷
口
古
墳

(約
八
〇
m
の
前
方
後
円
墳
)
の
復
円
部
上
の
方
形

檀
内
に
二
基
が
平
列
し
て
つ
-
ら
れ
て
い
る
｡
二
つ
の
石
室
と
も
割
石
積
み
の
合

掌
造
り

(東
石
室
は
'
奥
行
き
三

m
'
幅

丁

六

m
'
高
さ
二

二

一
m
)
で
､
前

方
都
側
の
短
壁
上
部
に
出
入
-
可
能
な
入
口
部
を
設
け
た
特
異
な
墓
室
構
造
で
あ

ち-つ
hし

る
｡
こ
れ
に
や
や
後
れ
る
福
岡
県
老
司
古
墳

(七
五

m
の
前
方
後
円
墳
)
に
は
後

円
部
と
前
方
部
に
大
小
二
種
類
の
四
基
の
石
室
が
築
造
さ
れ
て
い
る
が
､
復
円
部

に
つ
-
ら
れ
た
大
型
石
室
は
合
掌
造
-
で
前
方
部
側
の
短
壁
を
外
方
に
突
出
さ
せ
'

そ
の
上
部
か
ら
出
入
-
す
る
特
殊
な
特
殊
な
墓
室
構
造
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
墓
室

は
先
行
す
る
竪
穴
系
墓
室
の

一
部
を
改
変
し
た
も
の
で
'
横
穴
式
石
室
と
し
て
は

未
完
成

･
不
定
型
な
特
異
形
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
｡

すさ
ぎき

こ
れ
に
後
続
す
る
福
岡
県

鋤

崎

古

墳

(六
二

m
の
前
方
後
円
墳
)
の
横
穴
式
石

室
は
､
割
石
小
口
積
み
で
構
築
さ
れ
た
奥
行
き
三

二
ハ
m
t
幅
二

･
五
～
二

･
七

m
､
推
定
高
二

m
の
玄
室
と
､
前
壁
中
央
に
狭
小
な
羨
道
を
接
続
し
た
定
型
化
し

た
石
室
構
造
を
も
つ
｡
鋤
略
式
は
四
世
紀
末
葉
に
か
け
て
九
州
北

･
中
部
の
大
中

上
こ
た
し･･?

こ
かね
やま

ぺ
っと
う
づ
か
ひがし

古
墳

(佐
賀
県
横
田
下
'
長
崎
県
黄
金
山
､
能
本

県
別
当
壕

東

古
墳
)
に
認
め

ら
れ
る
｡
糸
島
地
域
を
中
心
に
型
式
整
備
が
進
め
ら
れ
'
倭
と
朝
鮮
諸
国
と
の
交

渉
に
参
画
し
た
首
長
層
の
墓
制
と
し
て
採
用
さ
れ
た
｡

鋤
略
式
以
後
､
石
室
構
造
は
急
速
に
変
化
し
､
五
世
紀
初
め
に
は
短
小
な
割
石

かま
づか

積
み
の
羨
道
を
立
柱
石
配
置
に
簡
略
化
し
た
釜
場
式
が
出
現
す
る
｡
車
乗
頃
に
は

こし
いし

ね
や王

玄
室
の
壁
体
下
部
に
大
型
石
材
を
横
位
に
据
え
た
腰
石
を
配
置
す
る
奴
山
式
､
さ

"

は
んづ
か

ら
に
後
葉
に
は
腰
石
上
部
に
塊
石
を
使
用
す
る

香

壕

式

へ
と
推
移
し
た
｡
奴
山
武



段
階
に
は
九
州
北
部
の
首
長
層
は
ほ
と
ん
ど
横
穴
式
石
室
を
採
用
し
た
｡
釜
壕
式

ま
で
の
石
室
は
墳

丘
構
築
後
に
上
部
か
ら
掘
削
さ
れ
た
大
型
墓
境
内
に
構
勢
さ
れ

て
い
る
が
､
奴
山
式
の
段
階
で
墳
丘
築
造
過
程
の
な
か
に
石
室
構
築
が
組
み
込
ま

れ
'
墳
丘
の
段
築
テ
ラ
ス
に
開
口
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
｡

せ
き
ぎ
上う
ま
る

1
万
㌧
六
世
紀
初
め
の
閑

行

丸

式
段
階
に
拝
送
-
平
天
井
構
造
が
出
現
し
､

おう
つか

こ
れ
に
次
ぐ
王

壕

式
で
は
腰
石
の
大
型
化
と
玄
室
空
間
の
拡
大
が
顕
著
と
な
.り
､

併
せ
て
石
屋
形
や
初
現
的
な
複
室
構
造
が
取
-
入
れ
ら
れ
た
｡
閑
行
丸
式
以
降
の

石
室
構
造
変
化
は
後
述
す
る
肥
後
型
石
室
か
ら
の
影
響
で
あ
る
｡

北
部
九
州
型
石
室
と
竪
穴
系
横
口
式
石
室

五
世
紀
前
～
中
葉
に
か
け
て
､
北
部
九
州
型
石
室
は
首
長
境
に
定
着
し
'
そ
の

影
響
下
に
中

･
小
古
墳
に
も
横
穴
式
石
室
の
採
用
が
急
速
に
広
ま

っ
た
｡
そ
の
構

造
は
短
壁
の

一
方
に
出
入
-
可
能
な
開
閉
装
置
を
設
け
た
簡
便
な
も
の
で
'
竪
穴

系
横
口
式
石
室
と
呼
ん
で
い
る
｡
奥
行
き
二
～
二

･
五

m
'
幅

〇
･
六
～

一
m
､

高
さ

1
読
程
度
の
小
規
模
の
も
の
が

l
般
的
で
､
先
行
す
る
竪
穴
系
小
石
室
を
改

変
し
た
構
造
で
あ
る
｡
他
地
域
の
中
間
層
の
墓
室
が
木
棺
や
組
合
せ
式
石
棺
を
主

体
と
す
る
の
に
対
し
て
'
九
州
北
部
の
中
間
層
が
採
用
し
た
墓
室
は
著
し
く
異
な

る
も
の
で
あ

っ
た
｡

肥
後
型
石
室
の
形
成

北
部
九
州
型
が
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
分
布
す
る
の
に
対
し
て
'
五
世
紀
代

の
有
明
海
東
部
地
方
に
は
肥
後
型
と
呼
ぶ
き
わ
め
て
個
性
的
な
横
穴
式
石
室
が
出

現
し
た
｡

肥
後
塑
石
室
は
玄
室
の
方
形
プ
ラ
ン
と
ド
ー
ム
状
に
高
-
持
ち
送
る
立
面
形
を

特
徴
と
し
､
短
小
な
羨
道
を
接
続
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
｡
ま
た
玄
室
の
四
壁

せ
き
し
ょう

に
沿
っ
て
板
石
の
石

障

を

め
ぐ
ら
せ
て
屍
床
を
区
画
し
､
石
障
や
仕
切
石
の
表
面

ち
上
つ

こ

も
ん

に
'
彫
刻
や
彩
色
で
円
文
や

直

弧

文

な
ど
の
抽
象
的
図
文
や
盾

･
教
な
ど
の
具
象

文
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
｡

こ
そ
ぞう

初
現
期
の
熊
本
県
小

鼠

蔵

一
号
項
は
'
持
ち
送
-
平
天
井
構
造
で
入
口
部
は
佐

賀
県
谷
口
古
境
の
よ
う
に
前
壁
上
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る
｡
五
世
紀
を
静
後
す
る

頃
に
北
部
九
州
型
の
鋤
崎
式
に
近
似
し
た
短
小
な
割
石
積
み
羨
道
を
接
続
し
'
石

室
型
と
し
て
完
成
し
た
.
肥
後
塑
石
室
は
五
世
紀
中
葉
ま
で
に
肥
後
地
方
全
域
に

拡
散
し
た
が
､
初
期
の
石
室
は
宇
土
半
島
南
部
の
不
知
火
海
沿
岸
域
に
集
中
し
､

こ
の
地
域
首
長
層
主
導
の
も
と
に
'
導
入
と
定
型
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
｡

五
世
紀
後
～
末
葉
に
か
け
て
､
羨
道
を
前
後
に
二
分
す
る
複
主
構
造
の
初
現
的

な
形
態
が
出
現
し
た
｡
六
世
紀
前
葉
に
は
玄
室
か
ら
独
立
し
た
前
室
空
間
が
確
立

し
､
複
室
構
造
と
し
て
完
成
し
た
｡
こ
の
墓
室
構
造
は
た
だ
ち
に
北
部
九
州
型
の

な
か
に
取
り
込
ま
れ
､
九
州
を
代
表
す
る
石
室
形
式
と
な
っ
た
｡
複
主
構
造
の
横

穴
式
石
室
は
､
六
世
紀
復
業
以
降
､
山
陰

･
東
海

･
関
東
地
方
な
ど
の
地
方
形
式

に
も
採
用
さ
れ
､
地
域
的
偏
在
性
を
み
せ
な
が
ら
も
首
長
層
の
墓
室
形
式
と
し
て

盛
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
O

.
筑
肥
型
石
室
と
横
口
式
家
形
石
棺

有
明
海
北
東
部
の
筑
後
地
方
は
北
部
九
州
型

･
肥
後
型
石
室
が
接
触
す
る
地
域

ち
く
ひ

で
'
両
形
式
を
折
衷
し
た
筑

肥

型
石
室
が
出
現
し
た
｡
肥
後
塾
の
石
障

･
屍
床
配

置
の
属
性
と
北
部
九
州
型
の
玄
室
平
面
形

･
天
井
構
造
の
属
性
複
合
形
式

(A
型
)

と
'
肥
後
型
の
玄
室
平
面
形

･
同
天
井
構
造
の
属
性
と
､
北
部
九
州
型
の
玄
門

･

前
庭
構
造
の
属
性
複
合
形
式

(B
型
)
が
あ
-
'
こ
の
地
域
の
首
長
層
主
導
の
も

と
に
創
案
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
｡

ま
た
同
地
方
か
ら
肥
後
地
方
に
か
け
て
､
横
穴
式
石
室
の
影
響
下
に
複
数
埋
葬

5ユ8Ⅵ-4-d 横穴式石室の成立と普及
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図2 6世紀初頭～前葉の倭と百済 ･全南地方の主な横穴式石室
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え
た
ふな

を
可
能
と
し
た
大
型
の
横
口
式
家
形
石
棺
が
成
立
し
た
｡
肥
後
地
方
で
は
江
田
船

やま

せき

山

古
墳
の
よ
う
に
直
接
墳

丘
内
に
埋
置
す
る
が
'
有
明
海
北
東
部
で
は
福
岡
県
石

レしん
やま

人

山

古
墳
の
よ
う
に
鞘
堂
的
な
石
室
で
覆
う
の
が
特
徴
で
あ
る
｡
こ
の
横
口
式
家

形
石
棺
は
五
世
紀
前
葉
か
ら
復
業
に
か
け
て
有
力
首
長
層
の
古
墳
に
共
有
さ
れ
'

有
明
海
沿
岸
域
の
地
域
首
長
連
合
を
象
徴
す
る
棺
制
と
し
て
盛
行
し
た
｡

九
州
系
横
穴
式
石
室
の
伝
播

他
地
域
に
先
駆
け
て
出
現
し
た
九
州
の
横
穴
式
石
室
は
､
列
島
の
広
域
に
横
穴

式
石
室
が
定
着
す
る
以
前
に
､
西
日
本
の
諸
地
域
に
伝
播
し
た
｡
そ
の
石
室
は
北

部
九
州
型
や
肥
後
型
の
場
合
が
少
な
-
､
有
明
海
北
東
部
で
案
出
さ
れ
た
筑
肥
型

と
､
九
州
北
部
を
中
心
と
す
る
竪
穴
系
横
口
式
石
室
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
｡

せ
ん
ぞく

む
か
いやま

筑
肥
型
の
系
統
は
岡
山
県
千

足

､

福
井
県
向

山

一
号
､
三
重
県
お
じ
ょ
か
､

とう
づ
か

にし
づ
か

大
阪
府
塔
塚
古
墳
な
ど
に
､
北
部
九
州
型
は
福
井
県
西
塚
古
墳
に
採
用
さ
れ
て
い

る
が
､
い
ず
れ
も
地
域
を
代
表
す
る
前
方
後
円
墳
や
大
型
の
方

･
円
墳
で
あ
る
｡

竪
穴
系
横
口
式
石
室
は
､
九
州
に
接
す
る
山
口
県
､
日
本
海
側
の
山
陰

･
北
陸
地

方
､
瀬
戸
内
海
沿
岸
､
伊
勢
湾
沿
岸
域
へ
と
広
域
に
展
開
し
た
｡
東
海
地
方
を
除

い
て
中
小
円
墳
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
-
､
筑
肥
型
や
北
部
九
州
型
を
採
用
し

た
古
墳
と
顕
著
な
階
層
性
を
示
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
数
百
血
も
離
れ
た
遠
隔
地
に
構
造

･
形
態
的
に
近
似
す
る
横
穴

式
石
室
が
出
現
し
た
背
景
に
は
､
彼
我
の
首
長
層
間
の
密
扱
な
関
係
-
婚
姻
関
係

や
政
治
同
盟
関
係
I
な
ど
に
基
づ
い
て
､
造
墓
工
人
集
団
が
派
遣
さ
れ
築
造
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

畿
内
型
石
室
の
出
現
と
形
成

密
閉
原
理
の
竪
穴
系
墓
室
が
卓
越
し
て
い
た
畿
内
で
は
､
大
阪
府
塔
壕
や
藤
の

森
古
境
の
よ
う
に
五
世
紀
中
葉
を
前
後
し
て
九
州
系
石
室
が
伝
播
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
定
着
し
な
か
っ
た
｡
こ
の
地
域
に
横
穴
式
石
室
が
本
格
的
に
築
造
さ
れ
始

め
た
の
は
'
九
州
よ
り
も

1
世
紀
ほ
ど
遅
れ
た
五
世
紀
複
葉
の
こ
と
で
あ
る
｡

た
か
い
だ
やま

み
や
やま
づ
か

畿
内
の
初
現
期
を
代
表
す
る
大
阪
府
高
井
田

山

古
墳
､
奈
良
県
宮

山

壕

･
桜
井

公
園
二
号
境
な
ど
横
穴
式
石
室
は
､
扇
平
な
割
石
な
い
し
小
型
の
塊
石
を
使
用
し

て
築
造
さ
れ
'
長
方
形
で
左
片
袖
型
の
玄
室
に
楚
小
な
羨
道
を
音
読
す
る
特
徴
を

も
つ
｡
玄
室
上
部
の
詳
細
が
分
か
る
資
料
が
多
-
な
い
が
'
持
ち
送
り
平
天
井
構

追
(高
井
田
山
古
墳
)
と
等
容
天
井
構
造
(宮
山
塚
古
墳
)
の
二
種
が
あ
る
ら
し
い
｡

ウ
ン‥ンン

こ
れ
ら
の
横
穴
式
石
室
の
源
流
は
百
済
の
熊
津
期

(四
七
五
～
五
三
八
年
)
に

ビ
rrtンジ
ヨン
ニ

ソ
ン
サ
ン
二

た
ど
る
こ
と
が
で
き
､
前
者
が
表
井
星
型
､
後
者
は
宋

山

里

型
に
起
源
を
も
つ
可

能
性
が
高
い
｡
･倭
王
権
中
枢
域

へ
の
横
穴
式
石
室
導
入
は
'
四
七
五
年
に
高
句
麗

の
侵
攻
に
よ
り
王
都

(漠
城
)
を
失

っ
た
百
済
に
対
す
る
倭
王
権
の
支
援
に
連
動

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
百
済
系
渡
来
人
や
復
興
支
援
に
参
加
し
て
百
済
と
密
音
な

関
係
を
も
っ
た
中
央
首
長
層
に
よ
っ
て
'
横
穴
式
石
室
の
導
入
が
積
極
的
に
促
進

さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

六
世
紀
に
入
る
と
出
現
期
の
二
系
列
に
加
え
て
､
平
天
井
構
造
で
玄
室
高
が
低

いち
お
は
か
やま

い
系
列
(
市

尾

基

山

古
墳
)
と
､
大
型
石
材
を
使
用
し
た
持
ち
送
-
平
天
井
構
造

ひがし
の--
ち

の
系
列

(東

乗
鞍
古
墳
)
が
加
わ
る
｡
ま
た
大
型
石
材
の
運
用
技
術
が
飛
躍
的
に

発
展
す
る

1
方
､
六
世
紀
中
葉
に
両
袖
型
石
室
が
登
場
し
､
使
用
石
材
の
大
型

化
=
壁
体
構
成
石
材
の
減
少
と
羨
道
の
長
大
化
が
進
行
し
た
｡
首
長
層
の
石
室
に

は
組
合
式
や
劉
抜
式
の
家
形
石
棺
が
取
-
入
れ
ら
れ
'
階
層
に
準
じ
て
玄
室
の
幅

や
規
模
に
格
差
を
設
け
る
公
葬
的
機
能
が
付
与
さ
れ
た
ら
し
-
､
上
位
層
の
横
穴

式
石
室
は
使
用
石
材
の
大
型
化
と
石
室
規
模
の
拡
大
が
顕
著
に
な
っ
た
｡

中
小
境
の
場
合
､
古
墳
群
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
る
が
六
世
紀
初
～
中
葉

に
か
け
て
採
用
が
拡
が
り
'
六
世
紀
複
葉
以
降
'
横
穴
式
石
室
を
取
り
入
れ
た
膨

Ⅵ-4-d横穴式石室の成立と普及 530








